
 

 

 

 

「季節
きせつ

はうつり、後期
こうき

へ ～ 心を一つに ～」 

 校
こう

 長
ちょう

 川那部
か わ な べ

 隆
たか

德
のり

   

あんなに校庭
こうてい

を飛び交
と  か

っていた多
おお

くのツバメの姿
すがた

を見なく
み   

なりました。秋
あき

本番
ほんばん

、そして冬
ふゆ

へと季節
きせつ

はうつっていきます。 

10月
がつ

13日
にち

の前期
ぜんき

終 業 式
しゅうぎょうしき

では、前期
ぜんき

を振り返
ふ   かえ

って、運動会
うんどうかい

のスローガンであ

った「一心同体
いっしんどうたい

」を取り上げ
と  あ  

、「心
こころ

を一つ
ひと  

に」しながら後期
こうき

からの生活
せいかつ

について

子ども
こ   

たちへ話す
はな  

機会
きかい

を得ました
え    

。 

 

ツバメの渡り
わた  

に関して
かん    

、次
つぎ

のような内容
ないよう

を話しました
はな        

。 

・巣立ち
す だ  

をした子
こ

ツバメと親
おや

鳥
どり

は、一時
いちじ

、巣
す

を離れて
はな    

ヨシ原
はら

などにねぐらを作って
つく    

集団
しゅうだん

で過ごす
す   

。その数
かず

は、数千
すうせん

から数万羽
すうまんば

にも及
およ

ぶ。 

・渡り鳥
わた  どり

であるツバメは、ヨシ原
はら

で多く
おお  

のエサを食べて
た   

栄養
えいよう

を体
からだ

に蓄え
たくわ  

南
みなみ

へ飛び立つ
と  た  

準備
じゅんび

をする。 

・約
やく

2,000km～約
やく

5,000kmも離
はな

れたフィリピンやベトナム、インドネシアなどの暖かい
あたた    

国
くに

へ向う
むか  

。 

・1日
にち

の移動
いどう

距離
きょり

は約
やく

300ｋｍ。海上
かいじょう

を飛びながら
と     

脳
のう

の半分
はんぶん

ずつを眠らせて
ねむ     

休む
やす  

ことができる。 

金
こん

勝
ぜ

小学校
しょうがっこう

で育った
そだ    

ツバメたちも、仲間
なかま

と心
こころ

を一
ひと

つに、南
みなみ

の国
くに

へ飛び立って
と  た   

いったことでしょう。

来年
らいねん

の春
はる

、再び
ふたた 

、この地
ち

へ無事
ぶ じ

に帰って
かえ    

きてくれることを願
ねが

っています。子
こ

どもたちが、自身
じしん

の自然
しぜん

愛護
あいご

の心情
しんじょう

を高め
たか  

、金
こん

勝
ぜ

の良さ
よ  

と愛着
あいちゃく

を感
かん

じ取
と

ることを期待
きたい

しています。 

 

次いで
つ   

、仲間
なかま

と心
こころ

を一つ
ひと  

にして、前期
ぜんき

よりも、もっと素敵
すてき

なクラス、学年
がくねん

をつくり上げて
   あ   

いこうと投
な

げかけました。 

その実
じつ

現
げん

には、まず、話し合い
はな   あ  

が大切
たいせつ

で、一人
ひとり

ひとりがどんなクラスにしていきたいのか。そのため

に、一人
ひとり

ひとりがどう行動
こうどう

していくのか、みんなでどんなことに取り組む
と  く  

のかについて、それぞれのクラ

スでよく話し合
はな   あ

ってみましょう。そして、決めた
き   

ことを実行
じっこう

していきましょうと話しました
はな        

。うまくい

かないときにも、話し合い
はな  あ  

を繰り返して
く   かえ    

乗り越
の  こ

え、生
う

み出
だ

していこうと伝
つた

えました。 

後期
こうき

からも、本校
ほんこう

教育
きょういく

活動
かつどう

に対し
たい  

、保護者
ほ ご し ゃ

の皆様
みなさま

、地域
ちいき

の皆様
みなさま

のご理解
  りかい

、ご 協 力
  きょうりょく

をお願
  ねが

いします。 

 

【 お 礼
れい

 】 

先日
せんじつ

の個別
こべつ

懇談会
こんだんかい

では、各学級
かくがっきゅう

で、お子
こ

様
さま

の学校
がっこう

での様子
ようす

を伝
つた

えたり、家庭
かてい

での様子
ようす

をお聞
き

き

したりすることができ、大変
たいへん

有意義
ゆ う い ぎ

な懇談会
こんだんかい

となりました。今後
こんご

も、保護者
ほごしゃ

の皆様
みなさま

とともに、お子
こ

様
さま

の成 長
せいちょう

を支
ささ

えていきたいと思
おも

います。 
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